




要約:妊娠中の運動が妊娠に及ぼす影響には妊娠・分娩に対する長期的効果と運動中の短

期的効果があるが、平成 5年度は短期的効果を中心に検討すると共に、運動が高血圧や心

疾患妊婦の予後を予測する負荷テストとしての意義を追及した。中～高等度の運動常習者

では運動前より血管がすでに拡張しており運動中の血管抵抗の低下は著名でなかったが、

高血圧予防のため軽い運動を行っている妊婦では運動中血管抵抗の低下がみられた。そし

て高血圧妊婦では血管抵抗の低下が著名でなく、甲状腺機能亢進症では運動中血圧の上昇

が著名であった。以上のことから妊娠中の運動は、妊婦の血管抵抗に変化を生じさせるこ

とが明かとなり、また運動そのものが循環器系疾患を有する妊婦の予後判定に役立つと考

えられた。


